
いる。また，途上国の地図作成技術者
を日本に招いて研修を行ったり，日本
の技術者を途上国に派遣して技術指導
を行ったり，地図作成に必要な機材を
供与するなど，さまざまな技術援助を
行っており，世界でも有数の地図技術
の援助国となっている。

₂．�アンコール遺跡

カンボジアのアンコール遺跡は，9
世紀から 15 世紀にかけて，歴代のク
メール王朝の国王たちが次々に建設し
た，多数の壮大な王宮，寺院，都市，
水利施設等の総称である。首都プノン
ペンの北西約 300km にある都市シェ
ムリアップの北側約 400km2 の地域に
多数の遺跡が点在する（巻頭図版）。
なかでも特に著名なアンコール・ワ

ットは 12 世紀に建築された巨大なヒ
ンドゥー教寺院である。南北 1.3km，
東西 1.5km の環濠を備え，三重の回
廊の中心には，高さ 65m の中央祠堂
と四つの堂塔がそびえ立つ。砂岩を積
み重ねて造られた回廊や祠堂の壁や柱
に，美しいヒンドゥーの神々や神話な
どを表す精緻なレリーフが刻み込まれ，
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アンコール遺跡の地図からみえたもの

宇根 寛

1．はじめに

地図は，国家や地域の開発計画の立
案，公共事業の実施，観光や日常生活
など，あらゆる社会活動に不可欠な基
礎的インフラである。日本では，近代
国家の創生期に測量，地図作成に力を
入れ，短期間のうちに全国土をカバー
する正確な地図を整備し，維持更新を
続けてきた。このため，日本では，い
つでもどこでも正確な地図を当たり前
のように手に入れることができる。
しかしながら，海外では，必要な地

図をだれでもすぐに入手できることは
決して当たり前ではない。その理由は
さまざまであるが，特に開発途上国に
おいては，人，技術，予算の不足など
で地図の作成や維持管理ができないた
め，「地図がない」場合も多い。
このため，日本国政府は，開発途上

国に対する地図作成に関する技術援助
を積極的に行っている。このうち，日
本の資金で日本の技術者が中心となっ
て相手国の地図を作成する調査は国際
協力機構（JICA）の事業としてこれ
までに 50 カ国以上で実施されてきて

�
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建築物の造形の美しさとともに，訪れ
る人を圧倒し，魅了する。その荘厳な
美しさはカンボジアの人々の誇りとな
っており，カンボジア国旗の中央には，
アンコール・ワットのシルエットが描
かれている。
この他，アンコール・トム，バイヨ
ン寺院，タ・プローム，バンテアイ・
クディ，プリヤ・カーンなど，多数の
壮大な王宮や寺院が建設され，王都は
インドシナ隋一の栄華を誇っていたの
であるが，それを支えていたのは高度
な土木技術で建設された水利，灌漑施
設により整備された豊かな農地であっ
た。主な王宮や寺院をはさむように，
東西にバライと呼ばれる巨大な人工貯
水池がある。東バライは南北 1.8km，
東西 8kmの長方形で，10 世紀初めに
建設された。さらに 11 世紀中頃には
南北 2.1km，東西 8km の西バライが
建設された。これらには，遺跡群を北
東から南に流下するシェムリアップ川
の流路が改修されて引き込まれ，貯水
量はともに数千万m3 であったと試算
されている。東バライはその後機能し
なくなったが，西バライは現在も満々
と水をたたえている。

₃．�アンコール遺跡の地図づくり

長期にわたってカンボジアの国土を
荒廃させた政治的混乱と内戦は，アン
コール遺跡にも深刻な打撃を与えた。
特に，遺跡の保存・修復を禁止し，農

地の整備のために無秩序にこれを破壊
したポルポト時代の影響は大きかった。
また，熱帯雨林のこの地域では，植物
の侵入もすさまじい。このため，多く
の遺跡は保存・修復の手が加えられな
いままに放置され，崩壊の危機にさら
されていた。1992 年にはユネスコの
世界危機遺産に登録され，日本，フラ
ンスをはじめ，多くの国から多数の政
府関係，大学関係，ボランティア等の
団体が現地に入り，学術調査，保存，
修復に携わった。その結果，2004 年
には世界文化遺産に移行登録され，現
在では，カンボジアを代表する観光資
源として世界中から多くの観光客が訪
れている。
カンボジア政府は，内戦終結後の復
興の重要施策として，アンコール遺跡
の保存，修復と調和した観光の振興を
掲げた。しかし，開発計画立案のため
に必要な地図は，1960 年代に米軍に
より作成されたといわれる 5万分の 1
地形図の劣悪な複製が，市場などで高
価で取引されているのみであった。
このため，1996 年，日本国政府は，
カンボジア政府の要請を受けて，「カ
ンボジア国シェムリアップ州及びアン
コール遺跡公園地形図作成調査」を，
JICA の開発調査の一環として実施す
ることを決定した。その主な内容は，
・1万分の 1地形図作成 約 430km2

・5 千分の 1地形図作成 約 100km2

・ 2 万分の 1 白黒及び 5 千分の 1 カ
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め，クメール王朝の歴史は，主に碑刻
文や文書から解明されてきた。王朝の
歴史のなかでも大きな謎とされてきた
のは，600 年もの間，栄華を誇った王
朝が，15 世紀に突然崩壊し，王宮を
捨ててプノンペンに移動したことであ
る。タイのアユタヤ王朝の侵略に敗れ
たことが原因とされている。
水利，灌漑施設の機能低下による農

業生産の低下が王朝の突然の衰退を招
いたのではないかとの推測が正しいと
すれば，王朝の繁栄を支えた水利シス
テムの整備のための河川流路の改変が
河床の低下を招き，それが王朝の衰亡
を招いたことになり，はなはだ皮肉な
結果といわざるを得ない。

₅．�おわりに

考古学にはまったくの素人の測量屋
が地図の読図だけから歴史を憶測した
事例を紹介した。専門家からみると噴
飯ものの的外れな内容かもしれないが
お許し願いたい。

その後約 20 年が経過し，その間に
さまざまな測量方法が発達して，密林
のなかの遺跡もレーザー測量やリモー
トセンシングで正確に把握できるよう
になってきている。これらにより，ア
ンコール王朝の設計者の壮大な意図や，
それを実現した高度な測量，建築技術
が一層詳細に明らかになってきている
ことであろう。筆者はその後本件の担
当から離れ，アンコール遺跡の学術研
究の最近の動向をまったく把握してい
ないので，これらの測量技術により，
まったく異なった成果がすでに出てい
るかもしれないことをお断りしておく。
本調査に携わった国際建設技術協会

（当時）の江川良武氏，国際航業（株）
のみなさん，並びに本調査にご協力い
ただいた石澤良昭上智大学元学長に感
謝申し上げます。

（うね ひろし／国土地理院）
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